
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 6 月 1 3 日（月） 6 時 5 5 分頃、弊所の硫黄回収装置におきまして、こぶし程度の大きさの 
炎 を 発 見 し 、 直 ち に 自 衛消 防隊 に よ り 消 火 器 お よ び ス チ ー ム ホ ー ス に よ り 消 火 活 動 に 
努めま し た結果 、 7 時 1 2 分頃鎮圧状態 と な り 、 最終的に 9 時 5 0 分に消防局によ り 
安全が確認 されました。 
 こ の 火 災 に よ り 、 地 域 住 民 の 皆 様 を 始 め 関 係 先 の 皆 様 に 多 大 な ご 迷 惑 ・ ご 心 配 を 
おかけいたしましたことを心 よりお詫 び申 し上 げます。 
 火 災 の 原因 に つ き ま し て は 、 現 在 調査中 で あ り ま す が 、 十 分 な調査 を 行 っ た う え で 、 
関 係 先 の ご 指 導 を 仰 ぎ つ つ 再 発 防 止 策 を 立 案 し 、 実 行 し て ま い り ま す 。 
 弊 所 と い た し ま し て は 、 昨 年 1 0 月 の 事 故 以 降 、 安 全 管 理 体 制 の 強 化 を 図 っ て 
ま い り ま し たが 、 今回 この よ う な 事故 を起 こ し ま し た こ と を 重ね てお詫び申 し上げ ます 。 
 今 後 、 も う 一 度 安 全 管 理 体 制 を 見 直 し 、 更 な る 強 化 を 図 っ て ま い り ま す の で 、 何 卒 
引 き続 きご理 解 、ご支 援 を賜 りますようよろしくお願 い申 し上 げます。 
 
 
1. 事 故 発 生 装 置 ：重油直接脱硫装置群 硫黄回収装置（1996 年 11 月完成 処理能力：450 トン/日） 

2. 事 故 発 生 部 位 ：硫黄回収装置内 硫黄回収後の排気ガス配管のバルブ付近 

3. 事 故 の 経 緯 ：2005 年 6 月 13 日（月）   

6 時 55 分頃 こぶし大の炎を発見 

7 時 12 分頃 自衛消防隊が消火器 2本・スチームホースにより鎮圧 

【公設消防による安全確認 9時 50 分】 

*当該装置は、脱硫装置により分離された硫化水素を、単体の硫黄として回収する装

置であります。 

*今回の火災は、定期点検のための停止操作中に発生しました。 

4. 人  的  被  害 ：なし 
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